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（２）利水の現状 

 １）概 要 

久慈川は福島・栃木・茨城３県の灌漑・発電用水・工業用水・上水道用水等の水源として重要

な河川であり、その使用量は1日当たり240万m3に及んでいる。 

上水道用水、工業用水等については、昭和54年に完成した竜神ダム（茨城県）による開発水も

含め、現在日立市、常陸太田市等に対して供給されている。また水力発電としては、いずれも指

定区間（茨城県管理）に、明治41年に建設された中里発電所（東京発電㈱）をはじめとして、現

在５ヶ所の発電所により最大総出力3,560kw/hの電力の供給が行われている。なお、久慈川におけ

る水利用の現状は表 4-1～表 4-3に示すとおりである。 

 

 

表 4-1 用途別使用水量表(久慈川)        表 4-2 用途別使用水量表(里川) 

目的別 件数 取水量計(m3/s) 目的別 件数 取水量計(m3/s)

工業 7 1.11 かんがい 2 3.75 

上水道 6 1.57 合計 2 3.75 

かんがい 5 6.18 表 4-3 用途別使用水量表（山田川） 

雑用水 0 － 目的別 件数 取水量計(m3/s)

発電 0 － かんがい 3 1.01 

合計 18 8.86 上水道 1 0.02 

   

 

合計 4 1.03 
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図 4-2 水利権量の内訳
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久慈川は、許可・慣行合わせて615件の水利権があり、このうち直轄管理区間については、24件、

13.64m
3
/sの水利権がある。特に灌漑用水は、10件、10.94m

3
/sで、水利権量の約８割を占めて、多くの農地

の灌漑に利用されている。 

久慈川下流部では多くの堰と揚水機場にて取水を行い、周辺の水田を灌漑している。久慈川下流部におけ

る灌漑水利取水の状況を図 4-3に示す。また、各取水地点の取水量及びその下流域の灌漑面積を表 4-4に

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-3 久慈川下流部 灌漑水利系統図 

（多田恒雄氏提供資料をもとに作成） 
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表 4-4 久慈川下流部の灌漑水利状況 

河川名 取水地点名 
河口(合流点)

からの距離 

取水量 

(m3/sec)
灌漑方向

灌漑面積

(ha) 
備考 

岩崎頭首工
とうしゅこう

 36.2 km 2.500 右岸 755 岩崎堰・一部左岸へ導水 

辰
たつ

ノ
の

口
くち

頭首工 31.0 km 4.815 左岸 1,130 辰ノ口堰 

瓜連
うりづら

木崎
き ざ き

揚水機場 19.0 km 0.333 右岸 96  

額田
ぬ か だ

北郷揚水機場 12.9 km 0.050 右岸 25  

有ヶ池
ありがいけ

揚水機場 10.0 km 0.437 右岸 135 有ヶ池床 固
とこがため

 

東海揚水機場 6.3 km 0.548 右岸 222  

久慈川 

小 計 － 8.683 － 2,363  

芦間
あ し ま

堰 11.8 km 0.320 左岸 60  

久米堰 10.7 km 0.354 左岸 143  

大越堰 8.5 km 0.149 右岸 25  

0.188 山 左岸  薬
くすり

谷
や

堰 5.7 km 

0.676 辰 左岸  

藤田堰 3.3 km 1.102 辰 左岸 

辰ノ口 

1,130ha

に含む
 

山田川 

小 計 － 

2.789 

1.011 山

1.778辰

－ 

228  

山：山田川 

辰：辰ノ口用水の再取水 

里
さと

野
の

宮
みや

堰 9.6 km 1.980 右岸 413  

田
た

渡
わたり

頭首工 7.5 km 2.945 左岸 881 田渡堰 

堅磐
か き わ

揚水機場 0.9 km 0.800 辰 左岸 288 堅磐堰：辰ノ口用水の再々取水

里川 

小 計 － 5.725 － 1,582  

合 計 － 

17.197 

14.191 

 3.006 

－ 

4,173 

3,601 

572 

 

 許可水利 

 慣行水利 

 

注 1：久慈川水系（直轄管理区間）水利使用模式図を現地調査により一部修正。 

注 2：本表には、久慈川岩崎頭首工、山田川芦間堰、里川里野宮堰より上流部及び他の支川の水利使用は含まない。 

注 3：山田川における《山》とは山田川の自流水の取水を示し、《辰》とは山田川に流入する辰ノ口用水の一部を、当該

堰で再取水していることを示す。 

注 4：薬谷堰と藤田堰で取水された辰ノ口用水は、常陸太田市南部を灌漑して渋江
し ぶ え

川となって里川に合流するが、堅磐

揚水機場で再取水されて日立市南部の水田を灌漑している。 

注 5：取水期間は地点毎に若干異なるが、概ね水田灌漑に使用される 4月上旬～9月中旬である。 

注 6：岩崎用水路は玉川（常陸大宮市）と懸け樋で、辰ノ口用水路は浅川（常陸太田市）とサイフォンで立体交差して

いる。 

注 7：灌漑用水以外に下記の水利がある（河川便覧 2002）。 

    発電用水： 7件 常時 8.495m3/sec 最大 14.130m3/sec（里川 5発電所、福島県川上川2発電所） 

    水道用水：15件 1.727m3/sec（42万 1千人に給水）（うち、日立市1.253m3/sec） 

    工業用水：12件 1.114m3/sec 
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 ２）渇水対策 

久慈川本川にはダムは設置されておらず、4 月～5 月の田植シーズンに渇水となる傾向があ

る。渇水時には被害を最小に抑えるよう、水利使用者間における渇水対策調整を行うための水

利使用連絡会が設置され、情報の共有化を図りつつ、協議・調整等が行われている。 

日立市では河口から 4km 上流に取水口を持ち、久慈川から上水を取水し、多くの世帯に生活

用水を供給している。 

河口近くで取水しているため、渇水時には塩水が上流まで遡上することから、それに伴う取

水障害がしばしば起きている。近年では昭和 62 年、平成 5、6、8、13 年の 4月～5月等に渇水

が起こり、このうち、平成 8 年には３回の渇水を生じており、塩水対策に大変苦労している。 

表 4-5 に主要な渇水一覧を示す。 

 

表 4-5 渇水対策の実績 

状況 
 

年 

対     応 

昭和62年 取水停止（日立市上水） 停止期間：5/1～2(1 日間) 
日立市防潮フェンス設置 設置期間：5/2～13(12 日間) 

平成 5年 取水停止（日立市上水） 停止期間：4/27,28 取水一時停止 
日立市防潮フェンス設置 設置期間：4/29～5/13 (15 日間) 

平成 6年 日立市防潮フェンス設置 設置期間：4/28～5/19 (22 日間) 

日立市防潮フェンス設置 設置期間：4/27～5/17 (21 日間) 

取水停止（日立市上水） 停止期間：6/3,4 取水一時停止 
日立市防潮フェンス設置 設置期間：6/4～19 (16 日間) 

平成 8年 

日立市防潮フェンス設置 設置期間：8/16～9/3 (18 日間) 

平成13年 仮締切堤設置：4/26～5/28、7/13～7/18（流失）～8/21 

平成14年 土嚢積み（取水停止無し） 
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▲渇水時における防潮フェンス設置の作業状況 

（平成 8 年 4 月撮影） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲仮締切堤設置 
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３）発電利用 

久慈川流域には 5つの発電所があるが、そのいずれもが里川流域にあり、明治～大正年間に

建設されている。使用水量は全体で 10m3/s、最大総出力 3,560kw/h の電力の供給が可能で、現

在でも稼動している。このうち最も古い中里発電所は、久原房之助（煙害防止のため、156m の

東洋一の大煙突を作った日立鉱山の開発者）によって日立鉱山の電力供給のために建設された。

里川右岸の河岸段丘に 2,830m の導水路（開渠）を開き、落差 36.06m の水路式水力発電所であ

る。 

 
表 4-6 里川流域水力発電設備一覧 

発電所名 使用開始 認可出力 発電形式 落差 使用水量 建屋 水車形式 摘要 

中里 明治 41 年 12 月 31 日 700kw 水路式 36.06m 3.06(m3/s) 木造 横軸ﾌﾗﾝｼｽ 県内最古の

発電所 

賀美* 大正 8 年 2 月 7 日 510kw 水路式 33.33m 2.09(m3/s) 木造 横軸ﾌﾗﾝｼｽ 無人 

里川 大正 12 年 6 月 9 日 700kw 水路式 35.39m 2.50(m3/s) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 横軸ﾌﾗﾝｼｽ 無人 

小里川* 大正 15 年 2 月 27 日 1000kw 水路式 102.31m 1.391(m3/s) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 横軸ﾌﾗﾝｼｽ 無人 

徳田* 大正 15 年 10 月 1 日 650kw 水路式 106.15m 0.78(m3/s) 木造 横軸ﾌﾗﾝｼｽ 無人 

*賀美、小里川、徳田発電所は平成 16 年 11 月 8 日有形文化財に登録された。） 

（資料提供：東京発電株式会社） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-4 里川流域における発電所 
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☆旧町屋変電所（登録有形文化財） 所在地：常陸太田市西河内下町 1382-1 

 

 旧町屋変電所は、明治 42 年（1909）に日立鉱山によって建設された町屋発電所の変電

施設として建設された。町屋発電所は前島平らによって設立された茨城電気株式会社が明

治 44 年に譲り受け、同年 10 月 28 日に太田町に電気を灯し、町屋の人々は「電気見たけ

りゃ町屋へ行け」と誇りにしていた。 

 町屋発電所は、現在地より南東へ約 50m の里川沿いにあり、里川からの水路を利用した

300kw/h の発電機が設置されていた。旧町屋変電所は、町屋発電所と上流の中里発電所か

らの電力を、南側軒下のフランス製とみられる三相の碍子
が い し

から取り入れ、25,000 ボルトに

変電して各地に送電していた。 

 昭和 31 年まで変電所として機能した後は、地域の集会所として利用された。現在は使

用されていない。 

 平成 11 年 8 月 23 日に、登録有形文化財に指定された。 

（常陸太田市教育委員会，「常陸太田の文化財」より） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲ 旧町屋変電所（常陸太田市） 

 



第 4章 久慈川の利水 

環境百科 久慈川 - 52 -

 




